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農
林
係

最
優
秀
賞

優
秀
賞

創作郷土料理の部
（応募１８点）

菓子の部
（応募１９点）

加工品の部
（応募１４点）

たてしな 豚
����

2

おやきロール
中村ゆかり さん

こしひかり
フロマージュ
島田留美子 さん

優
秀
賞

かっぱのしりもち
たてしなの里づくり推進協議会

かぼりんパイ

笠原恵子 さん

きき耳だんご
ＮＰＯ科の里

小梅のパリパリ
かわり漬

たてしなの里づくり推進協議会

菜ないろ七辛みそ
遠山紀子 さん

りんごと栗かぼちゃの
洋風きんつば
福岡順子 さん

大根のおきらく巻

永井さき子 さん

【
審
査
風
景
】

【
最
優
秀
賞
受
賞
者
】加工品の部

永井さき子さん
菓子の部

福岡順子さん
創作郷土料理の部
中村ゆかりさん

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

来
年
度
も
開
催
す
る
予
定
で

す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
立
科
の
味｢

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

第
一
回
立
科
の
味｢

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

６
名
の
審
査
員
が
予
定
時
間
を

大
幅
に
超
過
し
て
真
剣
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
作
品

に
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
場
面

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
１
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で
募
集
し
た
作
品
に
対
す
る
審
査
・
表
彰
が
、

11
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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民
生
児
童
委
員
の
任
期
（
３
年
）
が
本
年
11

月
30
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
り
、
12
月
１
日

よ
り
次
の
方
々
が
新
し
い
民
生
児
童
委
員
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。民

生
児
童
委
員
の
活
動
は
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
時
に
は
民
生
児
童
委
員
か
ら
、
皆
さ

ん
の
お
宅
へ
伺
い
各
種
調
査
等
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

【
氏
　
名
】

【
担
当
地
区
】

翠
川
　
仲
子

蓼
科
１
～
５

( 
欠
員)

蓼
科
６
～
７

竹
内
　
愛
國

美
上
下
・
中
尾
・
古
町
・

姥
ケ
懐

青
木
富
士
枝

町
１
～
４
・
10

今
井
　
稔
子

町
５
～
９

渡
邉
　
清

野
方

山
下
　
孔
二

大
城

大
森
　
睦
子

和
子
・
赤
沢
・
中
原
・
日
向

保
科
喜
一
郎

上
房
・
山
部
・
真
蒲

平
林
　
健
治

平
林
・
滝
神

浦
野
　
正
人

牛
鹿
・
柳
沢

柳
澤
　
洋
司

外
倉
・
五
輪
久
保
・
虎
御
前

遠
山
　
政
子

蟹
窪
・
日
中
・
大
深
山

平
坂
　
光
明

立
石
・
石
川

宮
下
　
艶
江

塩
沢

角
田
て
る
子

西
塩
沢

原
田
　
知
弘

藤
沢
・
蟹
原

長
坂
　
長
一

桐
原

宮
坂
ま
す
江

細
谷

大
角
ふ
み
子

西
町
・
田
町

土
屋
　
亀
一

仲
町
・
東
町

佐
々
木
美
良

主
任
児
童
委
員

（
南
部
・
西
部
）

竹
重
　
幸
江

主
任
児
童
委
員

（
東
部
・
茂
田
井
）

福
祉
係

11
月
13
日
（
土
）
に
郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
株
式
会
社
と
立
科
町
は
、
「
森
林
（
も

り
）
の
里
親
（
新
生
の
森
）
」
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
社
長
以
下
社
員
約
60
名
が
参
加

し
協
定
書
の
交
換
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
社
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
新

生
の
森
」
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

「
新
生
の
森
」
の
活
動
期
間
は
平
成
25
年

９
月
ま
で
の
３
ヶ
年
で
、
毎
年
、
春
と
秋
そ

れ
ぞ
れ
１
回
の
年
２
回
活
動
を
行
う
予
定

で
、
期
間
中
に
約
５
ha
の
森
林
整
備
の
作
業

を
行
い
ま
す
。

｢

農
業
所
得
の
向
上
と
、町
振
興
を

め
ざ
し
た
株
式
会
社
の
設
立
」

に
つ
い
て
の
意
見
募
集
結
果
に

つ
い
て

本
意
見
募
集
に
対
し
て
い
た
だ
い
た
ご

意
見
の
総
数
は
４
件
で
し
た
。
今
後
、
ご

意
見
を
ふ
ま
え
事
業
の
実
施
時
期
や
内
容

に
つ
い
て
十
分
に
研
究
し
て
、
設
立
の
検

討
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
ご
意
見
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
を
い
た
し
ま
す
。

☆
森
林
（
も
り
）
の
里
親
促
進
事
業
に
よ
り
、

郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社
と

森
林
整
備
の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た

☆
森
林
（
も
り
）
の
里
親
促
進
事
業
に
よ
り
、

郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社
と

森
林
整
備
の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た町

づ
く
り
推
進
係

（写真右より）郵船ロジスティクス株式会社
矢野社長、西佐久地方事務所長、小宮山町長
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通交 安全

立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

町ぐるみ

地域の安全は
地域で守る

師
走
と
な
り
、
何
か
と
慌
た
だ
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
時
期
は
犯
罪
の
多
発
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
や
事
故
を
未
然

に
防
ぎ
、
安
全
で
平
穏
な
新
年
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
「
年
の
暮
れ
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
年
末
特
別
警
戒
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

期
間
中
は
、
警
察
や
防
犯
指
導
員

等
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
や
、
消
防

団
を
中
心
と
し
た
各
地
区
で
の
防
犯

診
断
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

佐
久
警
察
署
管
内
で
空
き
巣
や
車

上
狙
い
、
金
属
類
の
盗
難
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

ま
さ
か
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
ち
出
先
や
家

庭
、
地
域
で
も
防
犯
に
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

○
運
動
の
重
点

【
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
】

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
全
体
の

約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

・
通
り
慣
れ
た
道
路
で
は
、
つ
い
警
戒
心
が
薄

れ
て
し
ま
い
安
全
確
認
を
忘
れ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
一
時
停
止
場
所
で
の
停
止
と
左
右

の
確
認
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
飲
酒
運
転
の
根
絶
】

・
飲
酒
時
に
は
、
安
全
運
転
に
必
要
な
注
意

力
や
判
断
力
が
低
下
し
た
り
、
気
が
大
き

く
な
り
速
度
超
過
な
ど
の
危
険
運
転
を
し

た
り
、
車
間
距
離
の
判
断
を
誤
っ
た
り
と

年
末
の
交
通
安
全
運
動

12
月
11
日
（
土
）
か
ら
31
日
（
金
）
ま
で

○
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

”信
濃
路
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
走
る
み
ち
。“

重
大
な
交
通
事
故
に
結
び
つ
く
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
自
分
と
家
族
の
た
め
に

も
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

【
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止
】

・
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
の
約

７
割
が
夜
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
歩
行
者
は
、
明
る
い
服
装
と
反
射
材
を
身
に

つ
け
、
運
転
者
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
、
特
に
右
側
か
ら
の
横
断
者
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

【
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
】

・
車
に
乗
っ
た
人
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
事
故
に
遭
っ
た
場

合
の
被
害
を
大
幅
に
軽
減
す
る
と
共
に
、
子

ど
も
が
運
転
の
支
障
に
な
る
こ
と
を
防
止
す

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

ス
リ
ッ
プ
事
故
注
意

車
の
走
行
性
能
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

性
能
が
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
過
信
は
禁
物
で

す
。
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
と
り
を
持
ち
、
冬
道
を
安

全
に
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
や
っ
て
は
い
け
な
い
４
つ
の
”急

“

”急
“
発
進
　
　
　
”急

“
加
速
　

”急
“
ハ
ン
ド
ル
　
”急

“
ブ
レ
ー
キ

○
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
冬
用
タ
イ
ヤ
に
早
め
に
交
換
。

・
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
は
夏
場
の
２
倍
以
上
手
前
か
ら
。

・
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
は
カ
ー
ブ
や
坂
に
入
る
手
前
に
。

・
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
、
橋
の
上
、
日
陰
部
分
の

凍
結
に
注
意
。

庶務係

冬
季
は
日
没
が
早
い
こ
と
か
ら
、
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
事
故
、
ま
た
、
積
雪
や
凍
結
等

道
路
環
境
の
悪
化
に
よ
り
交
通
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
年
末
を
迎
え
飲

酒
の
機
会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大

事
故
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
本
年
最
後

の
月
、
よ
り
気
を
引
き
締
め
て
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

10
月
31
日（
日
）「
人
波
作
戦
」

国
道
１
４
２
号
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、交
通
安
全
協
会

等
約
60
名
で
佐

久
警
察
署
川
西

庁
舎
前
の
国
道

に
お
い
て
、の

ぼ
り
旗
を
持

ち
、
通
過
車
両

に
対
し
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
～
31
日
ま
で
　

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
！
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雪
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
町
で
は
町
内
建
設

業
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
幹
線
道
路
の
除

雪
や
凍
結
防
止
剤
散
布
を
行
い
、
安
全
な
交
通

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

除
雪
作
業
は
積
雪
が
10
㎝
を
超
え
る
と
想
定

さ
れ
る
場
合
に
開
始
し
ま
す
が
、
作
業
を
実
施

す
る
に
当
た
り
、
皆
さ
ん
に
次
の
事
項
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
】

道
路
に
車
が
駐
車
し
て
い
る
と
作
業
の
妨
げ

に
な
り
、
作
業
が
遅
れ
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

【
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
】

除
雪
車
は
作
業
中
前
後
左
右
に
動
き
危
険
で

す
の
で
、
10
ｍ
以
内
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
除
雪
車
を
無
理
に
追
い
越
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

【
路
上
に
突
き
出
た
木
竹
等
の
伐
採
・

切
除
を
し
て
く
だ
さ
い
】

降
雪
に
よ
り
木
竹
の
枝
が
垂
れ
下
が
る
と
、

除
雪
作
業
の
妨
げ
や
道
路
交
通
の
障
害
と
な
り

ま
す
の
で
、
道
路
隣
接
地
の
樹
木
の
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
小
路
や
各
戸
の
出
入
り
口
の
雪
か
き

に
ご
理
解
を
】

個
人
で
除
雪
後
、
町
委
託
の
除
雪
車
に
よ

り
、
各
家
庭
の
進
入
路
や
狭
い
道
路
の
交
差
部

に
雪
を
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
除
雪
方
法
で
は
雪
を
端
に
寄
せ
る
方
法
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
二
度
手
間
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
関
係
さ
れ
る
皆

さ
ん
で
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
係

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

町
道
除
雪
作
業
に

ご
協
力
を

【
凍
結
防
止
剤
の
散
布
に
つ
い
て
】

日
中
、
雪
が
解
け
路
上
に
流
れ
た
水
が
夜
間

に
凍
結
す
る
と
滑
り
や
す
く
大
変
危
険
で
す
。

路
面
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
専
用
散
布

車
に
よ
り
凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
凍
結
防
止
剤
の
散
布
を
し
て
も
日
陰

な
ど
は
、
凍
結
部
分
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
な
が
ら
通
行
を
お
願
い
し
ま

す
。高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
除
雪
は
地
域
で
も
家

庭
で
も
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
町
で

も
、
雪
道
で
の
安
全
な
交
通
の
確
保
の
た
め
重

点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
建

設
業
者
及
び
除
雪
車
の
減
少
等
に
よ
り
皆
様
の

ご
要
望
に
添
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
集
落

内
道
路
や
通
学
道
路
・
歩
道
に
つ
い
て
の
除
雪

は
、
地
域
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議会本会議の傍聴を希望される
方は、当日開会の30分前から受付
をしますので、お出かけください。

また、常任委員会の傍聴を希望
される方は、議会事務局へご連絡
ください。

３日㈮ 午前 10 時 本会議（提案説明）
６日㈪ 午前 10 時 本会議（一般質問）
７日㈫ 午前 10 時 本会議（一般質問）
９日㈭ 午前 10 時 本会議（質疑）

午後 2 時 社会文教常任委員会
10日㈮ 午後 2 時 総務経済常任委員会
14日㈫ 午後 3 時 30分 本会議（委員長報告・討論・採決）

町議会開催
のお知らせ

12月定例会日程

議会事務局
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税
務
係

庶
務
係

福
祉
係

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
を

建
物
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
に
現
存
す
る
建
物
を
お
持
ち
の
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
に
は
そ
の

翌
年
か
ら
課
税
の
対
象
に
な
り
、
取
り
壊
し

た
と
き
に
は
そ
の
翌
年
か
ら
課
税
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
建
物
を
取
り
壊
し
て
も
、
届
出

が
な
い
ま
ま
だ
と
、
誤
っ
て
課
税
さ
れ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
も
の
、
又
は

役
場
の
家
屋
調
査
が
済
ん
だ
も
の
を
除
き
、

本
年
中
に
建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
、

又
は
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
取
り
壊
し
の
場
合

に
は
建
物
全
体
で
あ
る
か
一
部
分
で
あ
る
か

は
問
い
ま
せ
ん
。

・
建
物
を
新
築
・
増
築
し
た

・
建
物
を
取
り
壊
し
た

・
未
登
記
の
建
物
を
売
買
・
贈
与
・
相
続
し

た右
記
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
届

出
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

寝
た
き
り
高
齢
者
等
の

紙
お
む
つ
の
購
入
費
を

補
助
し
ま
す

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か

ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
。な

お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
及
び
重
度

の
心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
を
、
在
宅
に
お
い

て
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
紙
お
む
つ
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

◇
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
寝

た
き
り
や
認
知
症
高
齢
者
及
び
、
65
歳
未

満
の
重
度
心
身
障
害
者
で
常
時
紙
お
む
つ

を
必
要
と
し
、
在
宅
に
お
い
て
６
ケ
月
以

上
介
護
を
受
け
て
い
る
方
。

◇
補
助
額

月
額
５
０
０
０
円
以
内

◇
対
象
期
間

平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
購
入
分

◇
申
請
方
法

役
場
福
祉
係
窓
口
に
申
請
用

紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
期
間
の
領
収
書

(

お
む
つ
等
の
購
入
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も

の)

を
添
付
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
限

平
成
23
年
１
月
19
日
（
水
）

ま
で
（
期
限
厳
守
）

◇
留
意
事
項

介
護
保
険
施
設
及
び
病
院
等

に
入
所
（
入
院
）
期
間
中
の
紙
お
む
つ
の

購
入
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

12
月
３
日
か
ら

９
日
ま
で
は

障
害
者
週
間
で
す

～
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
等

し
く
社
会
の
中
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件

を
整
え
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
週
間
と
は

○
12
月
３
日
【
国
際
障
害
者
デ
ー
】

「
障
害
者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
」
が
昭
和

57
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。

○
12
月
９
日
【
障
害
者
の
日
】

「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が
昭
和
50
年
に
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。
さ
ら
に
、
平
成

５
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法
に
よ

り
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
７
年
に
「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
か
ら

「
障
害
者
の
日
」
ま
で
の
１
週
間
が
、
「
障
害

者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
趣
旨
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
障
が

い
者
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
一
層
高
め

る
と
共
に
、
障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
積

極
的
に
参
加
し
、
活
動
で
き
る
社
会
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。福

祉
係
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本
格
的
な
冬
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
各
家
庭
で
灯

油
を
扱
う
機
会
が
増
え
る
と
共
に
、
灯
油
の
流

出
事
故
の
発
生
も
多
く
な
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
灯
油
の
流
出
事
故
は
、
パ
ッ
キ
ン
や
配
管

の
劣
化
、
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う

こ
と
な
ど
、
管
理
不
足
に
よ
る
も
の
が
主
な
原

因
で
す
。
昨
年
も
、
水
路
な
ど
に
灯
油
が
流
出

す
る
事
故
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

灯
油
の
管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
、
異
常
を
発
見
し
た
ら
速
や
か
に
修
理
し
て

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
流
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
早
急
に
役
場
環
境
保
健
係
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
日
常
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
古
く
な
っ
た
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
取
り
替
え
る
。

②
配
管
や
パ
ッ
キ
ン
等
の
劣
化
や
接
続
部
分
が

ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
確
認
す
る
。

③
ポ
リ
タ
ン
ク
等
へ
の
給
油
時
は
そ
の
場
を
絶

対
に
離
れ
な
い
。

④
バ
ル
ブ
を
確
実
に
閉
め
た
か
確
認
す
る
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポン
券
について

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は

平
成
23
年
１
月
31
日
ま
で
で
す

無
料
券
対
象
年
齢
の
方
で
、
ま
だ
検
診
を

受
け
て
な
い
方
は
１
月
31
日
ま
で
に
、
お
近

く
の
専
門
医
で
受
け
て
い
た
だ
き
、
有
効
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
てし
な
ス
マイ
ル
交
通

運
休
便
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
運
休
便
が
あ
り
ま
す
。

【
西
回
り
線
】

○
12
月
28
日
（
火
）

１
月
４
日
（
火
）
～
６
日
（
木
）

第
１
便
運
休

○
12
月
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

１
月
２
日
（
日
）・
３
日
（
月
）

第
１
・
２
便
運
休

○
12
月
31
日
（
金
）
、
１
月
１
日
（
土
）

全
便
運
休

【
東
・
南
回
り
線
】

○
12
月
31
日
（
金
）
、
１
月
１
日
（
土
）

全
便
運
休

【
シ
ラ
カ
バ
線
】

○
12
月
28
日
（
火
）

１
月
４
日
（
火
）
～
６
日
（
木
）

第
１
・
８
便
運
休

○
12
月
29
日
（
水
）
～
１
月
３
日
（
月
）

第
１
・
２
・
７
・
８
便
運
休

注
）
第
９
便
は
現
在
運
休
中
で
す
。

環
境
保
健
係

有
害
鳥
獣
捕
獲
を

実
施
し
ま
す

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で
狩
猟
期
間
と

し
て
、
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
が
、
当

町
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
り
農

作
物
に
多
大
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
12
月
19
日
（
日
）
に
有
害
鳥
獣
捕

獲
を
銃
器
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
山
林
へ

入
山
さ
れ
る
方
は
目
立
つ
服
装
で
入
山
し
て
く

だ
さ
い
。

農
林
係

立
科
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

（
町
づ
く
り
推
進
係
）

社
会
教
育
係

公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
師
走
の

恒
例
事
業
と
な
り
ま
し
た
「
わ
ら
細
工
と
お
手

玉
づ
く
り
を
楽
し
む
会
」
を
今
年
も
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
い
た
し

ま
す
。

子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
皆
さ
ん
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

地
域
に
残
る
伝
統
文
化
の
、
わ
ら
細
工
づ
く

り
と
昔
懐
か
し
い
お
手
玉
づ
く
り
を
、
こ
の
機

会
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日

時

12
月
11
日
（
土
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

◇
場

所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

◇
持
ち
物

は
さ
み
・
作
品
を
入
れ
る
袋

世
代
間
交
流

｢

わ
ら
細
工
と
お
手
玉

づ
く
り
を
楽
し
む
会
」

参
加
者
募
集

ご
家
庭
の
灯
油
タン
クの

一
斉
点
検
を

お
願
い
し
ま
す

環
境
保
健
係
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年末年始の業務について、次のとおりお休み
及び業務時間を変更させていただきます。皆様
のご理解とご協力をお願いいたします。

社会体育及び社会教育施設
次のとおりお休みさせていただきます。

□期　間　12月 29日（水）～１月３日（月）

□施設名　中央公民館
人権センター　　　　　　　　
こども未来館（児童館）　　　　　　　　　　
ふれあい交流館「芦田宿」
権現山運動公園 野球場

多目的運動場
屋内運動場
体育センター

教育委員会

権現の湯
12 月 30 日（木）まで通常営業します。
※30 日は木曜日ですが、通常営業します。

○12月 31日（金）
◇入館　午前 10 時～午後７時

（受付は午後６時 30 分まで）
◇食事　権現亭のラストオーダーは

午後５時です。

○１月１日（土）～１月５日（水）通常営業
※１月１日（土）のみ 先着 200 名様に甘酒

サービス

○１月６日（木）定休日

ご家族おそろいでお出かけください。
従業員一同、皆様のご利用をお待ちしておりま
す。

権現の湯

ゴミ収集日程
12 月のごみ収集業務は環境衛生カレンダーの

とおり、12 月 28 日火曜日（可燃物）で終了し
ます。なお、川西清掃センター及び最終処分場
への個人持込みは次の期日までとなります。

□川西清掃センター（可燃・不燃・カン類）
12月 28日（火）午後4時まで

□最終処分場（粗大）
12月 28日（火）午後4時まで

環境保健係

火葬場（高峯苑・豊里苑）
○火葬業務

平成 23 年１月１日（土）・１月２日（日）
の 2 日間が休業です。

12 月 31 日（金）は午後 1 時の火葬業務まで
とさせていただきます。

○火葬受付
火葬場休業中（１月１日、１月２日）は次の

とおり受付を行います。

受付場所：立科町役場
受付時間：午前８時 30 分から

午後５時 15 分まで

住民係

年末年始の業務について

１月の収集業務は
４日火曜日（可燃物）
から開始します。
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脳卒中を予防しよう！①

保 健 ニ ュ ー ス

かつて日本人の死亡原因のトップだった脳卒中です
が、現在は死因の第3位。死亡する割合は減少して
いますが、脳卒中になる人が減っているわけではあり
ません。入院原因の１位を占め、入院期間も長く、後
遺症に苦しむ患者や家族の方への影響は深刻です。
立科町は、県内の市町村と比較して、脳卒中による

死亡率が高い状況にあります。

高血圧が引き起こす病気高血圧が引き起こす病気減っていない脳卒中

脳卒中は、脳の血管がつまったり、破れたりしてそ
の先の細胞に栄養が届かなくなって、細胞が死んでし
まう病気。急に意識がなくなったり、半身の麻痺が起
きたりします。
発症後すぐに治療できるかどうかで、治療の効果が

大きく違うことから、脳卒中の発症を疑う場合には、
一刻も早く専門医に受診することが大切です。

○体の半分がしびれたり、手足に力が入ら
なくなる。

○ロレツが回らない、言葉が出ない、人の
言うことが理解できない。

○足がもつれる、フラフラする。
○片方の目が見えない、視界の半分が欠け
る、物が２つに見える。

○経験したことのない激しい頭痛。

高血圧が引き起こす病気高血圧が引き起こす病気脳卒中をよく知ろう！

右のチェックリストに該当する項目がたくさんある
人も、改善していくことで危険度が減っていきます。
高血圧や糖尿病の治療を中断してしまったり、健康

診断で異常を指摘されたまま放置してある方はいませ
んか？　
健康診断を受けていない人は、健診を受けることか

ら始めましょう。後悔することのないよう、今できる
ことに取り組みましょう。　

高血圧が引き起こす病気高血圧が引き起こす病気危険因子を知って、予防につなげよう！

こんな時は
一刻も早く病院へ

脳卒中のかかりやすさをチェック！

□60歳以上である
□高血圧である
□脂質異常症である
□糖尿病である
□家族や親戚に脳卒中になった人がいる
□脈の乱れがよくある
□太っている
□お酒をたくさん飲む
□タバコを吸う
□運動不足である
□ストレスがたまっている
□ゆっくり休めない
□完璧主義である
□濃い味付けが好き
□脂っこいものが好き
□味見をせずに調味料をかけることが多い
□果物をあまり食べない
□野菜をあまり食べない

【歯周疾患検診】対象：40･50･60 歳
料金：500円
場所：町内歯科医院

【個別特定健診】対象：30歳以上
（40歳～74歳は国保のみ）
料金：1,500円
（75歳以上は無料）
役場に申込みをしてください。

平成22年度の
歯周疾患検診

特定健診の個別健診は、

12月までです！

脳卒中では次の症状が
突然起こります。
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講演会のお知らせ

高齢期に人間関係を豊かにし、積極的に外に出かけ
ることは、元気をつくる一つだといわれ、認知症の予
防にもつながります。しかし、「人と人の関係も希薄
になっている」といわれる中、豊かな関係を持つには
どうしたらよいのでしょうか。

年を重ねた今だからできること、立科に生活するか
らできることなど、立科町にも詳しい信州短期大学の
中藤先生のお話をヒントに、一緒に考えてみません
か。

※今回は、公民館の「すずらん学級」と共催で行いま
す。

こちら地域包括支援センターです！

地域包括支援センター・福祉係　有線４５０３（直通）

●日　時
平成 23 年 1 月 11 日(火)
午後１時 30 分～３時

●内　容
「ますます元気になるために」
～太極拳と地域文化をベースとした健康的生活～

●講　師
信州短期大学　教授　中藤 保則 氏　

●場　所
立科町老人福祉センター　集会室

平成22年度 公民館生涯学習講座 立科町合併55周年記念事業

「55thたてしな探検隊・すずらん学級」開催中！
ゴーゴー

生涯学習講座すずらん学級では、学級の運営委員の皆様と共に、立科町がもつ特有
の地域素材（歴史・文化・自然等）を多角的に捉え、合併から 55 年を数える節目の年
に、さまざまな教室を予定し皆様の参加を心よりお待ちしております。

なお、運営計画は講師の都合等により、日程や内容、開催場所等を一部変更する場
合があります。広報、有線放送、行政チャンネルを通じてご案内しますので、ご確認
の上参加をお願いします。

第
19
回
　
知
識
習
得
教
室

（
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
）

今
回
は
町
民
課
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
で
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
こ
ち
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
の
講
演
会
の
お

知
ら
せ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
20
回
　
歌
の
教
室

日
時
　
平
成
23
年
２
月
８
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

内
容
　
地
域
に
伝
わ
る
音
頭
や
歌
を
後
世
に
伝

承
す
る
た
め
皆
で
歌
い
つ
な
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

講
師
　
立
科
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん

今
後
の
教
室
開
催
予
定

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係
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10
月
25
日
（
月
）
、
立
科
町
青
少
年

問
題
協
議
会
と
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
共
催

に
よ
り
、
「
子
ど
も
の
”劣

化
“を
く
い

止
め
る
た
め
に
」
の
演
題
で
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
機
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
と
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
が
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た

ち
の
心
と
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
か
を
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
。
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
な
ど
の

対
策
や
他
市
町
村
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
な
ど
、
講
師
の
話
に
全
校
生
徒
、

保
護
者
、
関
係
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

男女が輝くまちづくりとは

男女共同参画セミナー開催される

人権センター通信
このマークは、㈶人権教
育啓発推進センターが実
施する人権啓発活動のシ
ンボルマークです。

◆ ひ ろ げ よ う 人 権 ◆

家庭や地域活動において、男女が共にいきいきと
参画するために何が必要かを学び、地域づくりに役
立てようと 10月 15日、11月 11日の２回、男女共
同参画推進委員会と公民館の主催で男女共同参画セ
ミナーが開かれました。

第 1 回目は、私たちがめざす地域社会のあり方
や、いかに地域力を高めるか、地域に女性の力を活
かすには、など「地域づくり」をテーマに松本大学
専任講師の福島明美さんの講義を、第２回目はご自
身の体験を踏まえ、まずは足元の人権を見つめると
ころから意識を変えていこうと語りかける県教育委
員会心の支援室勤務で、人権教育推進員の宮下英子
さんの講義をお聴きしました。

インフォメーション) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) )

正月用寄せ植え教室

日　時 12月 17日（金）
午後 7時～8時 30分

場　所 人権センター
内　容 松や梅などの花材を使い、

正月用の寄せ植え鉢を作ります。
受講料 無料

（但し、別途材料費 2,500 円）

講師の清川輝基さん

１２月の
教室

人権センター（人権政策推進係） 電話56-0059（直通） 有線5936

平
成
22
年
度
人
権
週
間
テ
ー
マ

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～

宮下さんの講義では、長野県で初めての女性候補
として村長選に出馬したときの貴重な体験を交えな
がら、「古い当たり前を壊し、みんなで新しい当た
り前をつくっていきましょう」との語りかけに、深
くうなづく受講者の姿も多く見受けられました。

メ
ディ
ア
が
子
ど
も
を
蝕
む
!?

中
学
校
で
青
少
年
育
成
講
演
会
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アクティブ・アウト（Active･Out）
～起こるべき関係において

起こるべきことが起こることの大切さ～

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後 1 時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館又は小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
と
は
、
「
起
こ
る
べ

き
人
間
関
係
に
お
い
て
起
こ
る
べ
き
こ
と
が
起

こ
ら
ず
、
他
と
の
関
係
に
お
い
て
起
こ
る
こ

と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
生
ず
る
成
長
上
の
問

題
」
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
家
庭
や
学
校
で
起

こ
っ
て
い
る
子
ど
も
の
問
題
の
多
く
は
、
こ
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
に
基
因
し
て
い
ま
す
の

で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
は
今
日
の
最
も
大

き
な
子
育
て
の
課
題
と
申
し
上
げ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
下
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
の
具
体
例
で

す
。兄

弟
ゲ
ン
カ
や
幼
児
同
士
の
ケ
ン
カ
は
、
よ

ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
社
会
的
に
は
問
題
視

さ
れ
な
い
行
為
で
、
成
長
上
も
極
め
て
意
味
の

あ
る
体
験
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
兄
弟
や
幼
児
同

士
の
間
で
起
こ
る
べ
き
取
っ
組
み
合
い
と
か
、

叩
き
っ
こ
と
か
が
、
思
春
期
、
級
友
や
教
師
と

の
関
係
で
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
た
と
え

他
愛
の
な
い
動
機
や
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
暴
力
行
為
（
傷
害

事
件
）
と
見
な
さ
れ
、
刑
事
事
件
と
民
事
事
件

の
両
面
か
ら
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ

ト
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
旬
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
街
頭
指
導
に
お
い

て
も
、
本
来
、
子
ど
も
と
運
転
者
と
の
間
で
起

こ
る
べ
き
こ
と
が
、
子
ど
も
と
、
横
断
歩
道
の

中
央
で
横
断
旗
を
ふ
り
か
ざ
し
て
車
を
必
死
に

停
止
さ
せ
て
い
る
保
護
者
と
の
関
係
に
と
ど
ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
意

識
は
、
当
番
と
し
て
の
義
務
を
懸
命
に
遂
行
し

て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
い
か
に
礼
儀
正
し

い
あ
い
さ
つ
を
す
る
か
、
と
い
う
一
点
に
集
中

し
、
肝
心
な
、
運
転
者
に
横
断
の
意
志
を
伝

え
、
運
転
者
の
反
応
を
う
か
が
い
、
車
の
停
止

と
反
対
車
線
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
、
足
早

に
横
断
す
る
、
と
い
う
体
験
が
省
か
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
「
自
分

の
安
全
は
自
ら
守
る
体
験
」
は
皆
無
に
等
し

く
、
乳
幼
児
期
か
ら
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
「
守
ら
れ
る
安
全
体
験
」
を
い
た
ず
ら
に
重

ね
る
だ
け
の
交
通
安
全
指
導
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。････

安
全
で
あ
る
た
め
に
は
、
安
心
し

て
は
な
ら
な
い
の
が
昨
今
の
ご
時
世
で
す
。
人

か
ら
守
っ
て
も
ら
う
安
全
に
は
限
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
交
通
安
全
指
導
の
当
番
に
な
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
、
道
路
の
端
で

子
ど
も
と
運
転
者
と
の
間
に
起
こ
る
こ
と
を
じ

っ
と
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
危
険
や
問
題
が
あ

れ
ば
、
そ
の
都
度
、
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

塾
講
師
が
中
学
校
に
赴
き
、
学
力
向
上
の
た

め
の
夏
期
講
習
や
補
習
を
行
う
と
い
う
事
例

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
の
典
型
で
す
。
学

校
と
塾
は
、
目
的
も
手
だ
て
も
異
な
り
ま
す
の

で
、
学
校
の
教
師
と
生
徒
の
関
係
で
起
こ
る
べ

き
こ
と
と
、
塾
の
先
生
と
塾
に
通
う
中
学
生
と

の
間
で
起
こ
る
べ
き
こ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

ま
せ
ん
。
学
校
に
も
塾
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
任
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ス
ト

の
得
点
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
学
校
教
育
が
担に

な

う
べ
き
役
割
を
学
校
自
身
が
放
棄
し
た
か
の
よ

う
な
本
末
転
倒
し
た
判
断
に
、
戸
惑
い
と
憂
い

を
覚
え
ま
す
。

学
校
に
不
満
が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
学
校
外
の

し
か
る
べ
き
組
織
や
人
物
に
直
訴
し
、
居
丈
高

に
談
判
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
の
す
べ
て
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア

ウ
ト
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
生
徒
と
教
師
と
の

関
係
、
ま
た
は
、
親
と
教
師
と
の
関
係
に
お
い

て
起
こ
る
べ
き
こ
と
が
、
異
な
る
関
係
に
お
い

て
威
圧
的
に
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
や
は

り
「
教
育
」
の
領
域
を
逸
脱
し
た
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ア
ウ
ト
で
す
。････

直な
お

き
心
を
有
す
る
方

な
ら
ば
、
必
ず
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
に
留

意
さ
れ
、
起
こ
る
べ
き
関
係
の
中
で
問
題
が
解

決
で
き
る
よ
う
に
配
慮
を
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。さ

ら
に
、
母
親
と
乳
児
と
の
間
で
起
こ
る
べ

き
こ
と
を
、
決
し
て
喃
語

な
ん
ご

の
会
話
や
ほ
ほ
え
み

返
し
を
す
る
こ
と
の
な
い
、
テ
レ
ビ
を
中
心
と

し
た
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
任
せ
て
し
ま
う
育

児
。
学
校
行
事
な
ど
で
弁
当
が
必
要
な
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
弁
当
を
こ
し
ら
え
な
い
家
庭
。

子
ど
も
が
訊
か
れ
た
こ
と
を
、
常
に
子
ど
も
の

返
事
を
待
た
ず
に
代
弁
す
る
親
。
携
帯
電
話
へ

の
依
存
。
親
の
溺
愛

で
き
あ
い

、
過
保
護
、
放
任
。
そ
し

て
、
父
性
の
復
活
や
父
権
の
復
権
を
声
高
に
唱

え
る
方
が
い
る
ほ
ど
も
の
分
か
り
が
よ
く
、

「
壁
」
に
な
ろ
う
と
し
な
い
父
親
な
ど
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
の
例
に
は
枚
挙
の
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。

「
起
こ
る
べ
き
人
間
関
係
と
は
誰
と
誰
な
の

か
」
を
き
ち
ん
と
見
き
わ
め
、
子
育
て
に
お
い

て
起
こ
る
べ
き
人
間
関
係
に
あ
る
者
は
、
「
そ

の
人
間
関
係
に
お
い
て
起
こ
る
べ
き
こ
と
は
何

か
」
、
そ
し
て
、
「
そ
れ
が
い
つ
起
こ
る
べ
き

な
の
か
」
を
考
え
、
起
こ
る
べ
き
こ
と
が
、
起

こ
る
べ
き
と
き
に
起
こ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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こども未来館情報 12 月・1月行事予定

ちびっこ広場

文化伝承教室
★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分～
【囲   碁】

【将   棋】

【昔遊び】

学習教室･スポーツ教室
★対象及び場所と時間　小学生　立科小学校

午後３時～５時
★日程　12 月 8 日（水）･15 日（水）･22 日（水）

1 月 12 日（水）･19 日（水）･26 日（水）
★内容　学習アドバイザーの先生に、予習復習等を

教えていただくことができます。
学習が終わったら３時３０分より体育館で
スポーツ教室を行います。

アートチャレンジ教室（要予約）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間 小学生　午前 10 時～
★日程及び内容 1 月 29 日（土）未定

レクリエーション教室

わくわく教室

ちびっこ運動会

★対象及び時間　小学生　午後３時３０分～
★日程及び内容

★日程　12 月 16 日（木）
1 月 20 日（木）

★日程　12 月 9 日（木）
1 月 13 日（木）･27 日（木）

★日程　12 月 24 日（金）
1 月 28 日（金）

12 月 8 日（水）ちびっこ広場
9 日（木）お話広場

13 日（月）たまごクラブ
15 日（水）ちびっこ広場
16 日（木）みんなで遊ぼう
20 日（月）親子運動遊び
21 日（火）ちびっこ広場

1 月 12 日（水）ちびっこ広場
13 日（木）親子リズム
18 日（火）ちびっこ広場
20 日（木）みんなで遊ぼう
25 日（火）たまごクラブ
27 日（木）親子運動遊び

★対象及び時間　小学生　午前 10 時～
★日程及び内容　12 月 11 日（土）

もみの木リース作り

★対象及び時間　小学生　午後３時３０分～
★日程及び内容 12 月 7 日（火） お手玉

21 日（火） お手玉
1 月 11 日（火） 大型カルタ

25 日（火） コマまわし

こども未来館／電話 56-0248 有線8888
人形劇

★対           象　就園前の子どもと保護者
★時           間　午前１０時３０分～
★日程及び内容

どんぐりパーク制作

※都合により内容等が変更になることがありますので、
ご承知ください。

児童館事業の様子
【ちびっこ広場】 【放課後子ども教室】

12 月 6 日（月）クリスマス制作
13 日（月）クリスマスカード

作り
20 日（月）徳花苑訪問
27 日（月）円筒飛行機を

作って遊ぼう
1 月 17 日（月）いちごのストラップ

を作ろう
24 日（月）お正月遊びをしよう
31 日（月）紙飛行機を作ろう



日　時 12月22日(水)　午前１０時３０分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0歳児〜
テーマ ♪お正月♪

乳幼児のための
おはなし会

〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

じゃあ、読もう。

中央公民館図書室／有線4000
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第
３
回
立
科
町
未
来
創
造
塾

レ
ポ
ー
ト

報
告
者
　
小
渕
　
正
弘

受
講
日
　
10
月
１
日
（
金
）

場
　
所
　
耕
福
館

（
立
科
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
）

実
施
内
容
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
お
け
る
市

場
の
見
方
と
市
場
構
造
の
仕
組
み

【
今
回
の
感
想
】

立
科
町
未
来
創
造
塾
が
開
講
し
て
か
ら
４
回

目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
迎
え
、
地
域
の
活
性
化

や
ブ
ラ
ン
ド
創
出
の
気
運
も
次
第
に
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

今
回
は
市
場
の
内
容
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
、
様
々
な
要
因
が
市
場
を
生
み
、
そ
の
歴
史

は
社
会
状
況
を
反
映
し
て
刻
々
と
形
態
を
変
え

て
お
り
、
先
の
時
代
を
読
む
こ
と
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
く

中
で
、
こ
ち
ら
か
ら
ニ
ー
ズ
を
仕
掛
け
る
創
造

性
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
今
あ

る
資
源
の
活
用
の
方
向
性
を
定
め
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

【
今
後
実
施
し
た
い
こ
と
】

市
場
の
原
理
と
構
造
を
学
び
、
ま
ず
地
域
市

場
の
把
握
を
し
、
実
際
に
商
品
を
使
い
、
市
場

の
開
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
づ
く
り
推
進
係

「木暮荘物語」
三浦しをん（著）　祥伝社（出）

空き室あります！駅から徒歩５分、築ウン十
年、一見平穏な木暮荘の日常を描く心温まる物
語。きっと住みたくなるでしょう。

「傾聴力」～話が通じない人とも話せる～
武藤清栄（著）　明日香出版社（出）

職場でも友達でも家庭でも、人間関係で思い通
りにならないと感じたり、コミュニケーションで
苦労している人に相手の話をしっかり聴く力「傾
聴力」の鍛え方を紹介します。注目の一冊です。

新着
図書

「体型別・男のきもの着付け入門」
笹島寿美（監）　世界文化社（別冊家庭画報）（出）

知っておきたい男性のきものの基礎知識をはじ
め体型別の着付けのコツ、自分スタイル学び、お
正月にはお洒落をして男をあげませんか？

図書室の本は、「書名」、「著者名」、「出版
社」等から探している本を見つけ出すことができ
ます。また、他の方が借りている本の返却日も知
ることができますので、ご来室の際は、ぜひ「利
用者端末」を利用してみてください。

12 月 28 日（火）午後１時

１月３日（月）
〜

年末年始休室のお知らせ
◆ 利用案内



気温 降水量 降水量
（1月〜10月計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 13.1℃ 24.2℃／12 日 0.5℃／27 日 107.5mm 1,190.5mm 105.8時間
最近10年間の平均 12.2℃ 27.7℃／05 年 -1.6℃／02 年 139.9mm 981.1mm 156.0時間

■立科町のデータ 10月

11月1日現在 （ ）内は前月比 　2010年10月1日〜10月31日

人口 7,986（+3） 出生 3

男 3,918（-4） 死亡 10

女 4,068（＋7） 転入 22

世帯数 2,793（-4） 転出 12

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月〜10 月の累計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 2 1 7 0 1 1 17 1 47

立科町 （1） （5） （8） （0） （1） （0） （0） （0）
1

（18）

■ 立科町の気象 （10月 1日〜31日）

種別 10 月中火災件数 焼損面積 1月からの火災件数
建物火災 0 0㎡ 3
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 1
その他火災 0 0㎡ 0

合計 0 0㎡ 4

■ 火災

■ 救急
種別 10 月中救急出動件数 1月からの件数
急病 21 180

交通事故 1 27
一般負傷 9 63
その他 3 25
合計 34 295
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可愛い笑顔の我が家のアイドル。
いっぱい笑っていっぱい泣いて、
元気に育て！

関
せき

梓真
あずま

ちゃん
（男）細谷

とても元気でやんちゃな旬君。我
が家のアイドルです。これからも
健康で、優しい子に育ってね♡

佐藤
さとう

旬
しゅん

ちゃん
（男）滝神

いつも好奇心いっぱいな結南。結
南の笑顔で家族は癒されてるよ。
兄妹仲良くすくすく育ってね♡

荻原
おぎはら

結南
ゆな

ちゃん
（女）西塩沢

やんちゃで可愛い芽生ちゃんは家族
みんなの宝物。感謝の気持ちを大
切にして、素敵な女性になってね♡

小林
こばやし

芽生
めい

ちゃん
（女）野方

家族みんな亮太が大好き♡お兄ち
ゃんと切磋琢磨、大人になっても
仲良しの兄弟に育って欲しいな!!

今井
いまい

亮太
りょうた

ちゃん
（男）桐原

大きく育て
子ども王国
平成 21年 11月生・12月生

（10、11ヶ月児健診時に撮影）
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～
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約
や

損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の

取
扱
い
変
更
に
つ
い
て
～

年
12
月
末
が
還
付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
目
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相
続
税
や

贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に

相
続
税
や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
◆

佐
久
税
務
署

電
話
　
０
２
６
７
（
67
）
３
４
６
０

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、
刑
事
手
続
き
の
中
に
国
民

の
一
般
的
な
良
識
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
刑

事
司
法
を
実
現
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。選
ば
れ
た
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
満
を
お

持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
の
窓
口
で
申
立
て

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
費
用
は
一

切
か
か
ら
ず
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
◆

上
田
検
察
審
査
会
事
務
局

（
長
野
地
方
裁
判
所
上
田
支
部
内
）

電
話
　
０
２
６
８
（
40
）
２
２
１
１

お
知
ら
せ

不
起
訴
に
は
11
人
の
審
査
の
目

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す

る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象

と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金

に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分

に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ

て
い
る
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
必
要
な
お
手

続
き
（
更
正
の
請
求
又
は
確
定
申
告
な
ど
）
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。こ

の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る
方
や
所

得
税
の
還
付
の
お
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◆

w
w
w
.nta.go.jp

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は
平
成
22

多
重
債
務
者

無
料
相
談
会
開
催

借
金
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
弁
護

士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
者
無
料
相
談

会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

借
金
で
お
困
り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
相
談

窓
口
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

次
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
予
約
受
付
は
11

月
29
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。）

日
時
◆
12
月
10
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

会
場
◆
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
県
上
田
合
同
庁
舎
６
階
）

電
話
◆
０
２
６
８
（
27
）
８
５
１
７

【
短
期
課
程
】

（
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
23
年
９
月
）

募
集
コ
ー
ス
◆

・
Ｎ
Ｃ
機
械
シ
ス
テ
ム
科

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
科

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
科

資
格
◆
中
学
校
卒
業
者
、
又
は
同
等
以
上
と
認

め
ら
れ
る
者

【
普
通
課
程
】

（
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
）

募
集
コ
ー
ス
◆

・
生
産
シ
ス
テ
ム
科
加
工
・
設
計
コ
ー
ス

・
生
産
シ
ス
テ
ム
科
設
計
・
制
御
コ
ー
ス

・
生
産
シ
ス
テ
ム
科
制
御
・
加
工
コ
ー
ス

資
格
◆
高
等
学
校
卒
業
者
、
又
は
同
等
以
上

と
認
め
ら
れ
る
者

○
共
通
事
項

募
集
人
員
◆
各
コ
ー
ス
５
～
10
名
程
度

募
集
期
間
◆
12
月
20
日
（
月
）
か
ら

１
月
７
日
（
金
）
ま
で

入
校
選
考
◆
１
月
17
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
受
付

お
問
い
合
わ
せ
◆

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
校

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
０
５
４
９

佐
久
技
術
専
門
校

平
成
23
年
度
４
月
訓
練
生
募
集
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5日（日）みまき温泉診療所 北御牧 0268-61-6002
国保浅科診療所 浅　科 0267-58-2100
市川医院 小諸市 0267-25-1200
鈴木医院 小諸市 0267-26-1212

12日（日）中島医院 北御牧 0268-67-2777
ひかり医院 小諸市 0267-22-8878
佐々木医院 小諸市 0267-22-0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

19日（日）関医院 小諸市 0267-22-2205
臼田医院 小諸市 0267-22-0483
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

23日（木）東小諸クリニック 小諸市 0267-25-8104
由井医院 小諸市 0267-22-0327

26日（日） 武重医院 小諸市 0267-22-0171
桜井クリニック 小諸市 0267-26-1188
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

29日（水）
30日（木）
31日（金）甘利医院 小諸市 0267-22-0729

小岩井整形外科 小諸市 0267-26-6788

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル�0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
5日（日）松永歯科医院 小諸市 0267-23-8488

12日（日）山浦歯科医院 立科町 0267-56-1140

19日（日）あしたば歯科医院 軽井沢町 0267-46-3101

23日（木）甘利歯科医院 小諸市 0267-22-1557

26日（日） 淺川歯科医院 小諸市 0267-23-4050

29日（水）歯科中島医院 御代田町 0267-32-2016
30日（木）山口歯科医院西小諸診療所 小諸市 0267-24-8148
31日（金）鈴木歯科医院 御代田町 0267-32-6480

◆歯科〈午前9時〜正午〉

■ハートフルケアたてしな 電話 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター 電話 55-6201
■中央公民館（事務室） 電話 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター 電話 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） 電話 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター 電話 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター 電話 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 電話 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター 電話 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　電話 56-2311　FAX 56-2310　有線2311

月町民カレンダー
12
月
の
納
期

行事予定 保　　健
12月7日（火） 公開保育（若草保育園）10:00〜11:00 赤ちゃん相談室（母乳相談）：H22.9月生

8日（水）冬山開き

11日（土）
白樺高原国際スキー場・
しらかば２in１スキー場オープン（予定）
わら細工とお手玉づくりを楽しむ会
（老人福祉センター）9：00〜11：30

健康ウォーキング教室（6回目）

11日〜31日 年末の交通安全運動
13日（月） 子育て相談（心の相談）

15日（水）公開保育（千草・三葉保育園）10:00〜11:00 4・5ヶ月児健診：H22.7月〜８月生
10・11ヶ月児健診：H22.1月〜２月生

17日（金）無料法律相談（老人福祉センター）13:30〜16:30

18日（土）
ニコニコたいけん王国
「すてきなクリスマスのケーキをつくろう」
（老人福祉センター）9：30〜12：00

26日〜30日 年末警戒
27日（月）年末警戒　督励巡視

町県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
介護保険料：普通徴収（第9期）
後期高齢者医療保険料（第6期）

休 日 緊　急 当 番 医

12



広報たてしな／22 年 12 月◆ 18

NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

2010年早起き野球結果報告

本シーズンは、昨年より１チーム減の６チームによ
り、５月の春季大会にはじまり、９月の町長旗杯争奪戦
を最後に全日程が終了しました。

第 42 回春季大会は、リーグ戦で行われ、戦力が整っ
ている立科サンライズが８連覇を果たしましたが、トー
ナメント戦で行われた町長旗杯争奪戦は、桐原区を中心
のメンバーで構成された桐原連合が初優勝を飾りまし
た。また、この争奪戦では、メンバーのほとんどが 19
歳で構成された RED SUNS も参加し、初々しく、活気
ある大会になりました。

【第42回 春季大会】         
優　勝　　立科サンライズ
準優勝　　ＶＩＣ野方
第３位　　茂理郷

【第31回 町長旗杯争奪戦】         
優　勝　　桐原連合
準優勝　　立科サンライズ

’10 シーズン結果

便り白樺高原

12 月 11 日（土）
特産品プレゼント！

★オープニングサービス★

12月 11日（土）のオープニングサービスは
先着で特産品をプレゼント。

12月 11日（土）から 12月 17日（金）ま
では１日滑り放題大人 2,000円・小人 1,000
円、リフト１日券購入者には次回 20％割引券を
プレゼント。

白樺高原総合観光センター／電話 55-6201

なお、ゲレンデ状況により一部変更する場合がありま
すので、各スキー場又は観光センターでご確認いただき
ますようお願いいたします。

桐原連合

 

12月11日（土）オープン間近!! 
白樺高原国際スキー場・しらかば２ｉｎ１スキー場
のウィンターシーズンが始まります

12 月 15 日（水）･ 22 日（水）
レディースデー

女性はリフト１日券 … 1,000 円

12 月 16 日（木）
メンズデー

男性はリフト１日券 … 1,000 円

★レディースデー・メンズデー★

是非両スキー場で皆様のウィンターシーズン
を始めましょう。

皆様のご来場をお待ちしております。
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多くの皆さんの笑顔が見られました
第34回商工祭多来福まつり

11月６日、７日、暖かい秋晴れの下、役場前駐車場にて開
催され、多くの皆さんが来場されました。

小・中学生や蓼科高校の皆さん、御泉水太鼓ジュニアチ
ームによるステージ発表や信州プロレスリングの皆さん
が会場を盛り上げてくれました。

また、飲食店、物品販売店、展示体験コーナーでは、飲食
をしたり、さまざまな体験を楽しんでいました。

力作揃う　立科町文化展
38回を数える立科町文化展が、晴天に恵まれた11月５

～７日、中央公民館とふるさと交流館「芦田宿」で行われ、町
内の創作グループをはじめ、小中高校生、友好都市愛川町
などの皆さんの作品600点あまりの出展をいただきまし
た。

中央公民館では貴船会の皆様による抹茶サービス、ま
た、ふるさと交流館「芦田宿」では「保科五無斎展」に併せて
講演会を開催したところ、３日間で1,000人を超える皆様
にご来館いただきました。

ご協力いただいた皆様に感謝を申し上げますと共に、
今後とも公民館事業へのご協力をよろしくお願いいたし
ます。

～美しい立科町を次世代へ引き継ぐために～
たてしなふれ愛むら 環境フェア

11月７日、人権センター前にて、共に生きることの大切
さ・物の大切さ等を体験する「たてしなふれ愛むら 環境フ
ェア」が開催されました。

25の団体が協力し、小
学生等による物販コーナ
ー、手話体験やエコ体験
などの体験コーナーが開
かれ、来村した皆さんと
交流が深められていまし
た。

皆様のご協力ありがとうございました
福祉リサイクルバザー

11月６日、老人福祉センターにおいて開催されました。
今年も多くの皆さんにご出品いただき、バザーは大盛況

でした。
皆さんのご協力により、290,055円の売上金がありま

した。この売上金は、福祉活動のために活用させていただ
きます。
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一人暮らし高齢者招待会
10月28日（木）、民生児童委員協議会はお一人で頑張っ

ている高齢者の皆さんをお招きし、恒例の食事会を開催し
ました。料理は、主に委員さんが持ち寄った食材を調理し
たもので、招待された皆さんは心のこもった手作りの食事
をとりながら、落語、手品、頭の体操を兼ねた手遊びやカラ
オケを楽しみました。

中山道ウォーキング in たてしな 10月23日（土）、「中山道ウォーキング
inたてしな」が開催されました。

参加者の皆さんは秋晴れの下、笠取峠か
ら茂田井間の宿までの約６㎞を歩き、昼食
の「特製 和宮御膳弁当」や地元の皆さんの
おもてなしを楽しんでいました。

上房 町区 茂田井区

第２回「嬉聞耳地蔵尊の祭典」と
「権現の湯まつり」開催される

10月24日（日）、「嬉聞耳地蔵尊の祭典」と「権現の湯ま
つり」が開催されました。

権現の湯まつりでは、立科コーラスの皆さんによる合唱
が会場に華を添えました。

その他、ゲーム大会、抹茶席とゆったり、楽しい時間を過
ごすことができました。

各地区のおもてなし
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